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【FdData 中間期末：中学数学 1 年：正負の数の計算】 

 

[乗法と除法①／乗法と除法②／四則をふくむ式の計算／計算総合／数の集合と四則／ 

素数・素因数分解／FdData 中間期末製品版のご案内] 

 

[FdData 中間期末ホームページ] 掲載の pdf ファイル(サンプル)一覧 

※次のリンクは[Shift]キーをおしながら左クリックすると，新規ウィンドウが開きます 

数学：[数学 1 年]，[数学 2 年]，[数学 3 年]  ([Shift]＋左クリック) 

理科：[理科 1 年]，[理科 2 年]，[理科 3 年]  ([Shift]＋左クリック) 

社会：[社会地理]，[社会歴史]，[社会公民]  ([Shift]＋左クリック) 

※全内容を掲載しておりますが，印刷はできないように設定しております 

  

 

【】乗法・除法・四則 

【】乗法と除法① 

[乗法] 

[問題](1 学期期末) 

 次の計算をせよ。 
(1) (－3)×(＋4)    (2) (＋7)×(－8) 

(3) (－3)×(－4) 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[ヒント] 

同符号の 2 数(＋と＋，－と－)の積：符号は＋，絶対値は 2 数の絶対値の積 

異符号の 2 数(＋と－，－と＋)の積：符号は－，絶対値は 2 数の絶対値の積 

 

[解答](1) －12 (2) －56 (3) ＋12 

[解説] 

かけ算(乗法)の答えを積という。 

同符号の 2 数(＋と＋，－と－)の積：符号は＋，絶対値は 2 数の絶対値の積 

異符号の 2 数(＋と－，－と＋)の積：符号は－，絶対値は 2 数の絶対値の積 

(1) (－3)×(＋4)＝－(3×4)＝－12 

(2) (＋7)×(－8)＝－(7×8)＝－56 

(3) (－3)×(－4)＝＋(3×4)＝12 (＋12 の＋は省略して 12 と表す) 

 

 

http://www.fdtext.com/dat/index.html
http://www.fdtext.com/dat/index.html#suu1
http://www.fdtext.com/dat/index.html#suu2
http://www.fdtext.com/dat/index.html#suu3
http://www.fdtext.com/dat/index.html#rika1
http://www.fdtext.com/dat/index.html#rika2
http://www.fdtext.com/dat/index.html#rika3
http://www.fdtext.com/dat/index.html#shakai
http://www.fdtext.com/dat/index.html#rekisi
http://www.fdtext.com/dat/index.html#koumin
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[問題](1 学期期末) 

 次の計算をせよ。 

(1) (－4)×(－3)    (2) (＋5)×(－9) 

(3) (＋2.5)×(－4)   (4) (－6)×(＋8) 

(5) (－4.6)×(－0.5)   (6) (－15)×0 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

(4) (5) (6) 

[解答](1) 12 (2) －45 (3) －10 (4) －48 (5) 2.3 (6) 0 

[解説] 

(1) (－4)×(－3)＝＋(3×4)＝12 

(2) (＋5)×(－9)＝－(5×9)＝－45 

(3) (＋2.5)×(－4)＝－(2.5×4)＝－10 

(4) (－6)×(＋8)＝－(6×8)＝－48 

(5) (－4.6)×(－0.5)＝＋(4.6×0.5)＝2.3 

(6) (－15)×0＝0 

 

 

[問題](1 学期期末) 

 次の文中の①，②に適語を入れよ。 

かけ算のことを( ① )といい，その答えを( ② )という。 

[解答欄] 

① ② 

[解答]① 乗法 ② 積 

 

 

[分数をふくむ乗法] 

[問題](前期中間) 

 次の計算をせよ。 




















9

2

2

3
 

[解答欄] 
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[ヒント] 





























9

2

2

3

9

2

2

3
 

 

[解答]
3

1
 

[解説] 

3

1

9

2

2

3

9

2

2

3



























  

 

 

[問題](1 学期中間) 

 次の計算をせよ。 

(1) 


















8

3

9

4
   (2) 



















8

5

5

4
 

(3)   









81

4
27  

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[解答] (1) 
6

1
 (2) 

2

1
  (3) 

3

4
 

[解説] 

(1) 
6

1

8

3

9

4

8

3

9

4



























  

(2) 
2

1

8

5

5

4

8

5

5

4



























  

(3)  
3

4

81

4
27

81

4
27 

















  
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[逆数] 

[問題](1 学期期末) 

5

3
 の逆数を答えよ。 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

2 つの数の積が 1 になるとき，一方の数を，他方の数の逆数という。 

 

[解答]
3

5
  

[解説] 

2 つの数の積が 1 になるとき，一方の数を，他方の数の逆数という。 

1
3

5

5

3


















 だから，

5

3
 の逆数は

3

5
 である。 

符号はそのままにして分母と分子をいれかえればよい。 

 

 

[問題](1 学期期末) 

次の数の逆数を求めよ。 

① 
2

3
     ② 

2

5
     ③ 6  

[解答欄] 

① ② ③ 

[解答]① 
3

2
 ② 

5

2
  ③ 

6

1
  

[解説] 

逆数：符号はそのままにして分母と分子をいれかえる。 
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[問題](1 学期期末) 

 次の問いに答えよ。 

(1) 次の ][ にあてはまる数を求めよ。 

   1][
3

2









  

(2) (1)について ][ は
3

2
 の何というか。 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 
2

3
  (2) 逆数 

[解説] 

逆数：符号はそのままにして分母と分子をいれかえる。 

 

 

[除法] 

[問題](1 学期期末) 

 次の計算をせよ。 

(1) (＋12)÷(－3)    (2) (－30)÷(＋6) 

(3) (－24)÷(－4) 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[ヒント] 

同符号の 2 数(＋と＋，－と－)の商：符号は＋，絶対値は 2 数の絶対値の商 

異符号の 2 数(＋と－，－と＋)の商：符号は－，絶対値は 2 数の絶対値の商 

 

[解答](1) －4 (2) －5 (3) 6 

[解説] 

わり算(除法)の答えを商という。 

同符号の 2 数(＋と＋，－と－)の商：符号は＋，絶対値は 2 数の絶対値の商 

異符号の 2 数(＋と－，－と＋)の商：符号は－，絶対値は 2 数の絶対値の商 

(1) (＋12)÷(－3)＝－(12÷3)＝－4 

(2) (－30)÷(＋6)＝－(30÷6)＝－5 

(3) (－24)÷(－4)＝＋(24÷4)＝6 
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[問題](1 学期期末) 

 次の計算をせよ。 

(1) (＋8)÷(＋4)    (2) (＋15)÷(－3) 

(3) (－18)÷(－6)    (4) (－24)÷(＋3) 

(5) 0÷(－2)    (6) (－2)÷3 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

(4) (5) (6) 

[解答](1) 2 (2) －5 (3) 3 (4) －8 (5) 0 (6) 
3

2
  

[解説] 

(1) (＋8)÷(＋4)＝＋(8÷4)＝2 

(2) (＋15)÷(－3)＝－(15÷3)＝－5 

(3) (－18)÷(－6)＝＋(18÷6)＝3 

(4) (－24)÷(＋3)＝－(24÷3)＝－8 

(5) 0÷(－2)＝0 

(6) (－2)÷3＝－(2÷3)＝
3

2
  

 

 

[問題](1 学期期末) 

 次の文中の①，②に適語を入れよ。 

かけ算のことを乗法といい，その答えを積という。また，わり算のことを( ① )といい，

その答えを( ② )という。 

[解答欄] 

① ② 

[解答]① 除法 ② 商 

[解説] 

たし算は「加法」で，その答は「和」。引き算は「減法」で，その答は「差」。かけ算は「乗

法」で，その答は「積」。割り算は「除法」で，その答は「商」。 
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[分数をふくむ除法] 

[問題](前期中間) 

 次の計算をせよ。 




















8

15

12

5
 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

逆数を使って，わり算をかけ算になおす。 






































15

8

12

5

8

15

12

5

8

15

12

5
 

[解答]
9

2
 

[解説] 

9

2

15

8

12

5

8

15

12

5

8

15

12

5




































  

逆数を使って，わり算をかけ算になおす。 

8

15
の逆数は

15

8
なので，

8

15
 は

15

8
 とすることができる。 

 

 

[問題](1 学期中間) 

 次の計算をせよ。 

(1) 


















3

2

3

4
   (2) 










4

3

8

9
 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 2 (2) 
2

3
  

[解説] 

(1) 2
2

3

3

4

3

2

3

4

3

2

3

4




































  

(2) 
2

3

3

4

8

9

4

3

8

9

4

3

8

9



























  
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【】乗法と除法② 

[乗法の交換法則・結合法則] 

[問題](1 学期期末) 

13×(－25)×(－4)を計算するとき，(－25)×(－4)を先に計算した。このとき使った法則は

乗法の(   )法則という。 

[解答欄] 

 

[解答]結合 

[解説] 

乗法については，①交換の法則(例：3×5＝5×3)， 

②結合の法則(例：(2×3)×4＝2×(3×4))が成り立つ。 

交換の法則と結合の法則は，負の数をふくむ場合にも成り立つ。 

13×(－25)×(－4)の計算では，25×4＝100 なので，(－25)×(－4)を先に計算するほうが簡

単である。すなわち， 

13×(－25)×(－4)＝13×{(－25)×(－4)}＝13×100＝1300 と計算できる。 

 

[問題](1 学期期末) 

 次の文章中の①，②に適語を入れよ。 

△，□がどんな数のときでも，乗法の計算法則には，○×□＝□×○が成り立ことを乗法

の( ① )といい，(○×□)×△＝○×(□×△)が成り立つことを乗法の( ② )という。 

[解答欄] 

① ② 

[解答]① 交換法則 ② 結合法則 

 

 

[3 数以上の乗法] 

[問題](1 学期中間) 

 次の計算をせよ。 

(1) (－13)×25×(－4)   (2) (－2)×(－7)×5×(－9) 

[解答欄] 

(1) (2) 

[ヒント] 

「－」の個数が偶数個のとき，計算結果の符号は「＋」で， 

「－」の個数が奇数個のとき，計算結果の符号は「－」である。 
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[解答](1) 1300 (2) －630 

[解説] 

(1) (－13)×25×(－4)＝(－13)×{25×(－4)}＝(－13)×(－100)＝1300 

(2) (－2)×(－7)×5×(－9)＝(－2)×5×(－7)×(－9)＝{(－2)×5}×{(－7)×(－9)} 

＝(－10)×63＝－630 

(1)では「－」の個数は，(－13)，(－4)の 2 個で，計算結果の符号は「＋」である。 

(2)では「－」の個数は，(－2)，(－7)，(－9)の 3 個で，計算結果の符号は「－」である。乗

法だけの計算の場合， 

「－」の個数が偶数個のとき，計算結果の符号は「＋」で， 

「－」の個数が奇数個のとき，計算結果の符号は「－」である。 

また，積の計算では，交換の法則と結合の法則を使えば，かける順番を自由に変えることが

できる。 

以上より，(1)，(2)は次のようにも計算できる。 

(1) 「－」の個数は偶数(2 個)なので，計算結果の符号は「＋」である。 

(－13)×25×(－4)＝＋(13×25×4)＝＋(13×100)＝1300 

(2) 「－」の個数は奇数(3 個)なので，計算結果の符号は「－」である。 

(－2)×(－7)×5×(－9)＝－(2×7×5×9)＝－(2×5×7×9)＝－(10×63)＝－630 

 

[問題](前期中間) 

 次の計算をせよ。 

(1) (－2)×(－5)×8×(－3)  (2) (－4)×(－3)×(－7)×(－25) 

(3) 
11

5
×(－18)×(－22) 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[解答](1) －240 (2) 2100 (3)180 

[解説] 

(1) 「－」の個数は奇数(3 個)なので，計算結果の符号は「－」である。 

(－2)×(－5)×8×(－3)＝－(2×5×8×3)＝－(10×24)＝－240 

(2) 「－」の個数は偶数(4 個)なので，計算結果の符号は「＋」である。 

(－4)×(－3)×(－7)×(－25)＝＋(4×25×3×7)＝100×21＝2100 

(3) 「－」の個数は偶数(2 個)なので，計算結果の符号は「＋」である。 

11

5
×(－18)×(－22)＝＋(

11

5
×22×18)＝10×18＝180 
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[問題](1 学期中間) 

 次の計算をせよ。 

(1)   









7

1
9063    (2) 



















15

7

8

5

3

2
 

(3)   


















5

2
6

3

5
 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[解答](1) 810 (2)
36

７
 (3) －4 

[解説] 

(1)   









7

1
9063 ＝ 81090990

7

1
63 








  

(2) 


















15

7

8

5

3

2
＝

36

7

15

7

8

5

3

2









  

(3)   


















5

2
6

3

5
＝ 4

5

2
6

3

5









  

 

 

[3 数以上の数の乗除] 

[問題](1 学期期末) 

 次の計算をせよ。 

(1) －3×(－4)÷6   (2) 


















8

3

10

3

5

12
 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 2 (2) 3 

[解説] 

わり算は逆数を使ってかけ算になおす。 

(1) －3×(－4)÷6＝＋(3×4÷6)＝＋(3×4×
6

1
)＝2 

(2) 


















8

3

10

3

5

12
＝ 3

8

3

3

10

5

12









  
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[問題](1 学期中間) 

 次の計算をせよ。 

(1) －2÷6×(－9)   (2) －12÷(－9)×(－3) 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 3 (2) －4 

[解説] 

(1) －2÷6×(－9)＝＋(2÷6×9)＝ 39
6

1
2 








  

(2) －12÷(－9)×(－3)＝－(12÷9×3)＝ 43
9

1
12 








  

 

 

[問題](前期中間) 

 次の計算をせよ。 

(1) 



























8

3

10

3

5

12
  (2)   










4

3
6

8

5
 

(3) 


















9

5
8

5

2
 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[解答](1) －3 (2) －5 (3) 
36

1
 

[解説] 

(1) 



























8

3

10

3

5

12
＝ 3

8

3

3

10

5

12









  

(2)   









4

3
6

8

5
＝ 5

3

4
6

8

5









  

(3) 


















9

5
8

5

2
＝

36

1

9

5

8

1

5

2









  
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[指数] 

[問題](1 学期期末) 

次の式を，指数を用いて表せ。 

① 3×3×3   ② (－2)×(－2) 

[解答欄] 

① ② 

[ヒント] 

例) 5×5×5＝53 

 

[解答]① 33 ② (－2)2 

[解説] 

例) 5×5×5＝53，「5 の 3 乗」と読む。3 乗の「3」は(5 を)3 個かけるという意味である。 

 

[問題](1 学期期末) 

 次の文中の①，②に適語を入れよ。 

4×4 を 42と書き，「4 の( ① )」と読む。また，右上の小さい数を( ② )という。 

[解答欄] 

① ② 

[解答]① 2 乗 ② 指数 

 

[問題](1 学期中間) 

 次の計算をせよ。 

(1) －24    (2) (－2)4 

(3) (－1)715 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[解答](1) －16 (2) 16 (3) －1 

[解説] 

(1) －24＝－2×2×2×2＝－16 

(2) (－2)4＝(－2)×(－2)×(－2)×(－2)＝16 

「－」の個数は偶数(4 個)なので，計算結果の符号は「＋」である。すなわち，指数が偶数の

ときは「＋」になる。指数が奇数のときは「－」になる。 

(3) (－1)715で，指数の 715 は奇数(一の位の 5 が奇数→715 は奇数)なので，計算結果の符号

は「－」である。 
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[問題](前期中間) 

 次の計算をせよ。 
(1) (－7)2   (2) －52 

(3) 

3

3

2








    (4) －(－6)2 

(5) (－1)2022 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

(4) (5) 

[解答](1) 49 (2) －25 (3) 
27

8
  (4) －36 (5) 1 

[解説] 

(1) (－7)2＝(－7)×(－7)＝49 

(2) －52＝－5×5＝－25 

(3) 

3

3

2








 ＝

27

8

3

2

3

2

3

2



























  

(4) －(－6)2＝－(－6)×(－6)＝－36 

(5) (－1)2022で，指数の 2022 は偶数なので，計算結果の符号は「＋」である。 

 

 

[問題](1 学期期末) 

 (－2)2020と(－2)2021はどちらが大きいか。次の(  )に不等号を書き入れて大小を表せ。 

    (－2)2020 (  ) (－2)2021 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

(－2)nの指数 n が偶数なら(－2)nは正の数，奇数なら(－2)nは負の数である。 

 

[解答]＞ 

[解説] 

(－2)2020で，指数の 2020 は偶数なので，(－2)2020の符号は「＋」である。 

(－2)2021で，指数の 2021 は奇数なので，(－2)2021の符号は「－」である。 

(正の数)＞(負の数)なので，(－2)2020＞(－2)2021 
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[問題](1 学期期末) 

 次の式について，以下の問いに答えよ。 

 ① (－5)□    ② －5□     ③ 5□ 

(1) □の中にどんな数を入れても，正の数になるのは①～③のどれか。 

(2) □の中にどんな数を入れても，負の数になるのは①～③のどれか。 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) ③ (2) ② 

[解説] 

① 例えば，(－5)2＝＋25，(－5)3＝－125 

指数部分が偶数のときは正，奇数のときは負になる。 

② 例えば，－52＝－5×5＝－25，－53＝－5×5×5＝－125 

つねに負の数になる。 

③ 例えば，52＝＋25，53＝＋125 つねに正の数になる。 

 

 

[問題](1 学期中間) 

 次の計算をせよ。 
(1) －23×(－3)2    (2) 4×(－2)3÷8 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1)－72 (2) －4 

[解説] 

(1) －23×(－3)2＝－8×9＝－72 

(2) 4×(－2)3÷8＝   4
8

1
84   

 

 

[問題](1 学期中間) 

 次の計算をせよ。 
(1) －32×7    (2) (－4)2×(－32) 

(3) (－3)2×(－42)÷(－2)4 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 
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[解答](1) －63 (2) －144 (3) －9 

[解説] 

(1) －32×7＝－9×7＝－63 

(2) (－4)2×(－32)＝16×(－9)＝－144 

(3) (－3)2×(－42)÷(－2)4＝9×(－16)÷16＝－9 

 

 

[全般] 

[問題](1 学期期末) 

 次の計算をせよ。 

(1) 2×(－5)    (2) (－7)×(－6) 

(3) (－48)÷(－8)    (4) (－6.3)÷7 

(5) －52     (6)(－3)2 

(7) 
5

4

4

3








     (8) 










4

3

2

3
 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

(4) (5) (6) 

(7) (8) 

[解答](1) －10 (2) 42 (3) 6 (4) －0.9 (5) －25 (6) 9 (7) 
5

3
  (8) －2 

[解説] 

(1) 2×(－5)＝－(2×5)＝－10 

(2) (－7)×(－6)＝＋(7×6)＝42 

(3) (－48)÷(－8)＝＋(48÷8)＝6 

(4) (－6.3)÷7＝－(6.3÷7)＝－0.9 

(5) －52＝－5×5＝－25 

(6) (－3)2＝(－3)×(－3)＝9 

(7) 
5

3

5

4

4

3

5

4

4

3


















  

(8) 2
3

4

2

3

4

3

2

3


















  

 

 



 16 

[問題](1 学期中間) 

 次の計算をせよ。 

(1) (－11)×(－7) (   2) (＋2.5)×(－0.6) 

(3) (－3)×125×(－8)   (4)   


















5

2
6

3

5
 

(5) (－1)4    (6) －32 

(7) (－5)×23    (8) (－12)÷(＋4) 

(9) (－54)÷(－9) 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

(4) (5) (6) 

(7) (8) (9) 

[解答](1) 77 (2) －1.5 (3) 3000 (4) －4 (5) 1 (6) －9 (7) －40 (8) －3 (9) 6 

[解説] 

(1) (－11)×(－7)＝＋(11×7)＝77 

(2) (＋2.5)×(－0.6)＝－(2.5×0.6)＝－1.5 

(3) (－3)×125×(－8)＝＋(3×125×8)＝3000 

(4)   4
5

2
6

3

5

5

2
6

3

5



























  

(5) (－1)4＝(－1)×(－1)×(－1)×(－1)＝1 

(6) －32＝－3×3＝－9 (－3)2＝(－3)×(－3)＝9 と混同しないようにする 

(7) (－5)×23＝－5×8＝－40 

(8) (－12)÷(＋4)＝－(12÷4)＝－3 

(9) (－54)÷(－9)＝＋(54÷9)＝6 

 

 

[問題](1 学期期末) 

 次の計算をせよ。 

(1) (－4)×6    (2) (－8)×(－7) 

(3) 0×(－28)    (4) 2.5×(－0.6) 

(5) 


















4

3

7

2
   (6) 12÷(－6) 

(7)(－32)÷(－4)    (8) (－4.2)÷7 

(9) 
3

2

6

5









     (10)   










5

2
8

4

3
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[解答欄] 

(1) (2) (3) 

(4) (5) (6) 

(7) (8) (9) 

(10) 

[解答](1) －24 (2) 56 (3) 0 (4) －1.5 (5) 
14

3
 (6) －2 (7) 8 (8) －0.6 (9) 

4

5
  

(10) －15 

[解説] 

(1) (－4)×6＝－(4×6)＝－24 

(2) (－8)×(－7)＝＋(8×7)＝56 

(3) 0×(－28)＝0 

(4) 2.5×(－0.6)＝－(2.5×0.6)＝－1.5 

(5) 
14

3

4

3

7

2

4

3

7

2



























  

(6) 12÷(－6)＝－(12÷6)＝－2 

(7) (－32)÷(－4)＝＋(32÷4)＝8 

(8) (－4.2)÷7＝－(4.2÷7)＝－0.6 

(9) 
4

5

2

3

6

5

3

2

6

5

3

2

6

5



























  

(10)   15
2

5

1

8

4

3

5

2
8

4

3

5

2
8

4

3



























  
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【】四則をふくむ式の計算 

[加減と乗除が混じった計算] 

[問題](前期中間) 

 次の計算をせよ。 

9＋8×(－2) 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

加減と乗除が混じった式では，乗除を先に計算する(×÷→＋－の順で計算)。 

 

[解答]－7 

[解説] 

加減と乗除が混じった式では，乗除を先に計算する(×÷→＋－の順で計算)。 

9＋8×(－2) では，8×(－2)の部分を先に計算 

9＋8×(－2)＝9－16＝－7 

 

[問題](1 学期期末) 

 次の計算をせよ。 

(1) －3×(－2)＋(－8)   (2) －6－12÷(－4) 

(3) －4×2－8÷(－2) 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[解答](1) －2 (2) －3 (3) －4 

[解説] 

(1) －3×(－2)の部分を先に計算 

－3×(－2)＋(－8)＝6－8＝－2 

(2) －12÷(－4)の部分を先に計算 

－6－12÷(－4)＝－6＋3＝－3 

(3) －4×2，－8÷(－2)の部分を先に計算 

－4×2－8÷(－2)＝－8＋4＝－4 

 

[問題](前期中間) 

 次の計算をせよ。 

(1) 


















6

5
2

5

2
35   (2) 



















6

5
4

5

2
34  
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[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 
5

19
 (2) 

5

38
  

[解説] 

(1) 


















6

5
2

5

2
35 ＝

5

12625

5

12

5

6
5

5

6
2

5

6
5











 ＝

5

19
 

(2) 


















6

5
4

5

2
34 ＝

5

24620

5

24

5

6
4

5

6
4

5

6
4











  

＝
5

38
  

 

 

[かっこがある式の計算] 

[問題](1 学期期末) 

 次の計算をせよ。 

13＋{2－(－4)}×(－3) 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

かっこがある式では，ふつうはかっこの中を先に計算する。 

 

[解答]－5 

[解説] 

かっこがある式では，ふつうはかっこの中を先に計算する。 

13＋{2－(－4)}×(－3)＝13＋{2＋4}×(－3)＝13＋6×(－3)＝13－18＝－5 

 

 

[問題](1 学期期末) 

 次の計算をせよ。 

(1) (－6)×(－3＋10)   (2) －5×{12÷(3－7)} 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) －42 (2) 15 
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[解説] 

(1) (－6)×(－3＋10)＝(－6)×7＝－42 

(2) －5×{12÷(3－7)}＝－5×{12÷(－4)}＝－5×{－3}＝15 

 

 

[指数をふくむ式の計算] 

[問題](1 学期期末) 

 次の計算をせよ。 
(1) 2×(－3)＋9÷32   (2) －42＋(－2)2－28÷(－7) 

[解答欄] 

(1) (2) 

[ヒント] 

指数がある式では，指数を先に計算する。 

 

[解答](1) －5 (2) －8 

[解説] 

指数がある式では，指数を先に計算する。 

(1) 2×(－3)＋9÷32＝－6＋9÷9＝－6＋1＝－5 

(2) －42＋(－2)2－28÷(－7)＝－16＋4＋4＝－8 

 

 

[問題](1 学期期末) 

次の計算をせよ。 

(1) 12－(－10)3÷(－10)   (2) －3×(－1)3＋5×(－2) 

(3) (－32)÷(－9)－9   (4) (－5)2×(－2)－(－33＋20) 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

(4) 

[解答](1) －88 (2) －7 (3) －8 (4) －43 

[解説] 

(1) 12－(－10)3÷(－10)＝12－(－1000)÷(－10)＝12－100＝－88 

(2) －3×(－1)3＋5×(－2)＝－3×(－1)＋5×(－2)＝3－10＝－7 

(3) (－32)÷(－9)－9＝(－9)÷(－9)－9＝1－9＝－8 

(4) (－5)2×(－2)－(－33＋20)＝25×(－2)－(－27＋20)＝－50－(－7)＝－50＋7＝－43 
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[問題](1 学期期末) 

次の計算をせよ。 

(1) 


















8

3

2

1

3

1
2

   (2)    3225.06
3

2
  

(3)  
2

1

2

1
2

2

1
2

3

3


















  

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[解答](1) 1 (2) 6  (3) 
2

1
 

[解説] 

(1) 


















8

3

2

1

3

1
2

＝
3

3

3

2

3

1

3

8

4

1

3

1









 ＝1 

(2)    3225.06
3

2
 ＝   24825.04  ＝ 6  

(3)  
2

1

2

1
2

2

1
2

3

3


















 ＝  

2

1
12

4

1
8

8

1









 ＝

2

1
 

 

 

[分配法則] 

[問題](1 学期期末) 

 分配法則を使って次の計算をせよ。途中の計算式も書くこと。 

(1) (－3)×7.6＋(－7)×7.6 

(2) 









2

1

3

1
12  

[解答欄] 

(1) 

 

 

 

(2) 

 

 

 

[解答] 

(1) (－3)×7.6＋(－7)×7.6 

＝(－3－7)×7.6 

＝(－10)×7.6 

＝－76 
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(2) 









2

1

3

1
12  

＝
2

1
12

3

1
12 








  

＝ 64  

＝2  

[解説] 

cba ,, がどんな数であっても，次の式が成り立つ。 

  cbcacba   (例：(2＋3)×5＝2×5＋3×5) 

  bcacbac   (例：5×(2＋3)＝5×2＋5×3) 

この計算法則を，分配法則という。 

(1)の(－3)×7.6＋(－7)×7.6 の計算で，－3－7＝－10 になることを見こして，分配法則を使

って，(－3)×7.6＋(－7)×7.6＝(－3－7)×7.6＝(－10)×7.6 と変形すると計算が楽になる。 

(2)の 









2

1

3

1
12 の計算では，( )の中の分数を通分して計算すると少し面倒である。 

分配法則を使って 









2

1

3

1
12 ＝

2

1
12

3

1
12 








 ＝ 64  

とすると計算が楽になる。 

 

 

[問題](1 学期期末) 

 分配法則を使って次の計算をせよ。途中の計算式も書くこと。 

(1) 39×43－39×33 

(2) 101×28 

[解答欄] 

(1) 

 

 

 

(2) 

 

 

 

[解答] 

(1) 39×43－39×33 

＝39×(43－33) 

＝39×10 

＝390 

(2) 101×28 

＝(100＋1)×28 
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＝100×28＋1×28 

＝2800＋28 

＝2828 

[解説] 

(1)の 39×43－39×33 の計算で，43－33＝10 になることを見こして，分配法則を使って，

39×43－39×33＝39×(43－33) と変形すると計算が楽になる。 

(2)の 101×28 の計算で，101＝100＋1 であることに注目すると，分配法則を使って，101

×28＝(100＋1)×28＝100×28＋1×28 

と変形すると計算が楽になる。 

 

[問題](前期中間) 

 分配法則を使って次の計算をせよ。途中の計算式も書くこと。 

(1) 72×(－0.6)＋28×(－0.6) 

(2) 18
6

5

9

7








  

(3) 101×(－57) 

[解答欄] 

(1) 

 

 

 

(2) 

 

 

 

(3) 

 

 

 

[解答] 

(1) 72×(－0.6)＋28×(－0.6) 

＝(72＋28)×(－0.6) 

＝100×(－0.6) 

＝－60 

(2) 18
6

5

9

7








  

＝ 18
6

5
18

9

7
  

＝ 1514  

＝ 1  
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(3) 101×(－57) 

＝(100＋1)×(－57) 

＝100×(－57)＋1×(－57) 

＝－5700－57 

＝－5757 

 

 

[問題](1 学期期末) 

 次の①～⑤にあてはまることばや数を書け。ただし，①，②，③は順不同とする。 

・数の加法，( ① )法，( ② )法，( ③ )法をまとめて四則という。 

・    cbacba  のような計算法則を乗法の( ④ )という。 

・   cbcacba  ，   bcacbac  のような計算法則を( ⑤ )という。 

[解答欄] 

① ② ③ 

④ ⑤ 

[解答]① 減 ② 乗 ③ 除 ④ 結合法則 ⑤ 分配法則 

 

 

[問題](1 学期期末) 

 計算の順序をくふうして計算した。どのような計算法則が用いられたか，あてはまる言葉

を書き入れよ。 
 (■＋●)×▲＝■×▲＋●×▲  (   )法則 

[解答欄] 

 

[解答]分配 
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【】計算総合 

[問題](2 学期期末) 

 次の計算をせよ。 

(1) －4－7    (2) (－5)×3 

(3) 8－3×3    (4) －42－(－3)2 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

(4) 

[解答](1) －11 (2) －15 (3) －1 (4) －25 

[解説] 

(1) －4－7＝－11 

(2) (－5)×3＝－15 

(3) 8－3×3＝8－9＝－1 ×÷→＋－の順で計算 

(4) －42－(－3)2＝－16－9＝－25 指数から計算 

 

 

[問題](1 学期期末) 

次の計算をせよ。 

(1) (＋14)＋(－34)   (2) (－17)－(－8) 

(3) 24－(42－26)    (4) 12÷(－18) 

(5) (－2)×5－4×(－3)   (6) 48÷3－5×(8－6) 

(7) 20－18÷(－6)－(－6) 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

(4) (5) (6) 

(7) 

[解答](1) －20 (2) －9 (3) 8 (4) 
3

2
  (5) 2 (6) 6 (7) 29 

[解説] 

(1) (＋14)＋(－34)＝14－34＝－20 

(2) (－17)－(－8)＝－17＋8＝－9 

(3) 24－(42－26)＝24－16＝8 
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(4) 12÷(－18)＝
3

2

18

12
  

(5) (－2)×5－4×(－3)＝－10＋12＝2 

(6) 48÷3－5×(8－6)＝48÷3－5×2＝16－10＝6 

(7) 20－18÷(－6)－(－6)＝20＋3＋6＝29 

 

 

[問題](1 学期期末) 

 次の計算をせよ。 

(1) (－3)2    (2) －22 

(3) (－5)2×(－3)    (4) (－23)÷(－3)2 

(5) 3－(－2)×5    (6) 40÷(－5)－(－6)×3 

(7) 3×{2＋(4－8)}   (8) 27－{6－(－3)}÷3 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

(4) (5) (6) 

(7) (8) 

[解答](1) 9 (2) －4 (3) －75 (4) 
9

8
  (5) 13 (6) 10 (7) －6 (8) 24 

[解説] 

(1) (－3)2＝(－3)×(－3)＝9 

(2) －22＝－2×2＝－4 

(3) (－5)2×(－3)＝25×(－3)＝－75 

(4) (－23)÷(－3)2＝(－8)÷9＝
9

8
  

(5) 3－(－2)×5＝3－(－10)＝3＋10＝13 

(6) 40÷(－5)－(－6)×3＝－8－(－18)＝－8＋18＝10 

(7) 3×{2＋(4－8)}＝3×{2－4}＝3×(－2)＝－6 

(8) 27－{6－(－3)}÷3＝27－{6＋3}÷3＝27－9÷3＝27－3＝24 
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[問題](1 学期中間) 

 次の計算をせよ。 

(1) (＋5)＋(－2)    (2) (＋2)－(－2) 

(3) (－3)×(－2)    (4) (＋15)÷(－3) 

(5) －3－5＋2    (6) 
4

3

2

1

6

5
  

(7) －32×4－(－3)2   (8) 2×3－18÷2 

(9) 
2

1

3

1

4

1

5

1
    (10) 

5

1

5

9

4

3

2

1
2


















  

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

(4) (5) (6) 

(7) (8) (9) 

(10) 

[解答](1) 3 (2) 4 (3) 6 (4) －5 (5) －6 (6) 
6

1
 (7)－45 (8)－3 (9)

60

7
 (10) 

5

2
  

[解説] 

(1) (＋5)＋(－2)＝5－2＝3 

(2) (＋2)－(－2)＝2＋2＝4 

(3) (－3)×(－2)＝＋(3×2)＝6 

(4) (＋15)÷(－3)＝－(15÷3)＝－5 

(5) －3－5＋2＝－(3＋5)＋2＝－8＋2＝－6 

(6) 
6

1

6

4

6

5

3

2

6

5

3

4

2

1

6

5

4

3

2

1

6

5
  

(7) －32×4－(－3)2＝－9×4－9＝－36－9＝－45 

(8) 2×3－18÷2＝6－9＝－3 

(9) 
60

7

60

35

60

42

60

20

60

15

60

30

60

12

60

30

60

20

60

15

60

12

2

1

3

1

4

1

5

1









  

(10) 
5

2

5

1

5

3

5

1

5

9

3

4

4

1

5

1

5

9

4

3

2

1
2



























  
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[問題](1 学期期末) 

 次の計算をせよ。 

(1) (－13)＋(＋5)    (2) (－4)－(－7) 

(3) (＋6)×(－7)    (4) (＋18)－(－4)＋(－8)－(＋26) 

(5) －2.5－(－0.4)－1.2＋2.9  (6) (－2)×(－3)×(－7) 

(7) (－2)2×3    (8) (－2)3÷(－32)×3 

(9) 
2

1

4

1

6

5

3

2
    (10) 










5

4

3

2

12

5
 

(11) (－35)×25×4÷(－7) 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

(4) (5) (6) 

(7) (8) (9) 

(10) (11) 

[解答](1) －8 (2) 3 (3) －42 (4) －12 (5) －0.4 (6) －42 (7) 12 (8) 
3

8
 (9) 

12

5
  

(10) 
2

1
 (11) 500 

[解説] 

(1) (－13)＋(＋5)＝－13＋5＝－8 

(2) (－4)－(－7)＝－4＋7＝3 

(3) (＋6)×(－7)＝－42 

(4) (＋18)－(－4)＋(－8)－(＋26)＝18＋4－8－26＝(18＋4)－(8＋26)＝22－34＝－12 

(5) －2.5－(－0.4)－1.2＋2.9＝－2.5＋0.4－1.2＋2.9＝(0.4＋2.9)－(2.5＋1.2) 

＝3.3－3.7＝－0.4 

(6) (－2)×(－3)×(－7)＝－(2×3×7)＝－42 

(7) (－2)2×3＝4×3＝12 

(8) (－2)3÷(－32)×3＝－8÷(－9)×3＝
3

8
3

9

1
8   

(9) 
12

5

12

16

12

11

12

6

12

10

12

3

12

8

12

6

12

3

12

10

12

8

2

1

4

1

6

5

3

2


















  

(10) 
2

1

5

4

2

3

12

5

5

4

3

2

12

5









  
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(11) (－35)×25×4÷(－7)＝ 500
7

1
42535   

 

 

[問題](1 学期期末) 

 次の計算をせよ。 

(1) (＋7)－(－4)    (2) 5－8－4 

(3) －6＋(－8)－(－3)   (4) (＋5)×(－7) 

(5) 


















3

2

9

4
   (6) (－3)×(－4)＋6÷(－3) 

(7) 4－{7－(2－8)}   (8) (－8)2－34 

(9) 



























7

9

7

6

4

3
  (10) 



















5

2

6

5

3

1
2

 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

(4) (5) (6) 

(7) (8) (9) 

(10) 

[解答](1) 11 (2) －7 (3) －11 (4) －35 (5) 
3

2  (6) 10 (7) －9 (8) －17 (9) 
2

1
  

(10) 
9

4
 

[解説] 

(1) (＋7)－(－4)＝7＋4＝11 

(2) 5－8－4＝5－(8＋4)＝5－12＝－7 

(3) －6＋(－8)－(－3)＝－6－8＋3＝－(6＋8)＋3＝－14＋3＝－11 

(4) (＋5)×(－7)＝－35 

(5) 
3

2

2

3

9

4

3

2

9

4


















  

(6) (－3)×(－4)＋6÷(－3)＝12－2＝10 

(7) 4－{7－(2－8)}＝4－{7－(－6)}＝4－{7＋6}＝4－13＝－9 

(8) (－8)2－34＝64－81＝－17 
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(9) 
2

1

9

7

7

6

4

3

7

9

7

6

4

3




































  

(10) 
9

4

9

3

9

1

3

1

9

1

5

2

6

5

3

1
2


















  

 

 

[問題](1 学期期末) 

 次の計算をせよ。 

(1) 
2

1

5

2
     (2) 2.5－4.2＋3－5 

(3) －4＋5－3＋2   (4) －123＋59－77－(－41) 

(5) 12÷(－2)×3    (6) (－32)×6÷(－2) 

(7) 3－2×(－5)    (8) 2＋(3－22)×(－4) 

(9) 







 5.2

2

5
3    (10) 8－{－6－(3－5)×2} 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

(4) (5) (6) 

(7) (8) (9) 

(10) 

[解答](1) 
10

9
  (2) －3.7 (3) 0 (4) －100 (5) －18 (6) 96 (7) 13 (8) 6 (9) 0 

(10) 10 

[解説] 

(1) 
10

9

10

5

10

4

2

1

5

2
  

(2) 2.5－4.2＋3－5＝(2.5＋3)－(4.2＋5)＝5.5－9.2＝－3.7 

(3) －4＋5－3＋2＝(5＋2)－(4＋3)＝7－7＝0 

(4) －123＋59－77－(－41)＝－123＋59－77＋41＝(59＋41)－(123＋77)＝100－200 

＝－100 

(5) 12÷(－2)×3＝－(12÷2×3)＝－(6×3)＝－18 

(6) (－32)×6÷(－2)＝＋(32×6÷2)＝96 

(7) 3－2×(－5)＝3＋10＝13 
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(8) 2＋(3－22)×(－4)＝2＋(3－4)×(－4)＝2＋(－1)×(－4)＝2＋4＝6 

(9)   0035.25.235.2
2

5
3 








  

(10) 8－{－6－(3－5)×2}＝8－{－6－(－2)×2}＝8－{－6＋4}＝8－{－2}＝8＋2＝10 

 

 

[問題](1 学期期末) 

 次の計算をせよ。 

(1) (－4)×(＋5)    (2) (－12)÷(－6) 

(3) 0÷(＋11)    (4) (－3)2 

(5) －24     (6) －(－0.1)2 

(7) (－5)÷(＋6)×(－18)   (8) 


















4

15

6

5

3

2
 

(9) 12÷(－4)－(－3)×5   (10) (－6)÷2－(－4)×{(－3)＋5} 

(11) 
6

1

2

1

4

1

2

1
22


















   (12)    85

2

1
75.0

2










  

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

(4) (5) (6) 

(7) (8) (9) 

(10) (11) (12) 

[解答](1) －20 (2) 2 (3) 0 (4) 9 (5) －16 (6) －0.01 (7) 15 (8) 3 (9) 12 (10) 5 

(11) 
24

1
  (12) －188 

[解説] 

(1) (－4)×(＋5)＝－20 

(2) (－12)÷(－6)＝2 

(3) 0÷(＋11)＝0 

(4) (－3)2＝(－3)×(－3)＝9 

(5) －24＝－2×2×2×2＝－16 

(6) －(－0.1)2＝－(－0.1)×(－0.1)＝－0.01 

(7) (－5)÷(＋6)×(－18)＝＋(5÷6×18)＝ 1518
6

1
5   
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(8) 3
4

15

5

6

3

2

4

15

6

5

3

2



























  

(9) 12÷(－4)－(－3)×5＝－3＋15＝12 

(10) (－6)÷2－(－4)×{(－3)＋5}＝－3－(－4)×2＝－3＋8＝5 

(11)
24

1

24

7

24

6

24

4

24

3

24

6

6

1

8

1

4

1

6

1

1

2

16

1

4

1

6

1

2

1

4

1

2

1
22


















  

(12)               18885.238255.1825275.085
2

1
75.0

2










  

 

 

[問題](1 学期期末) 

 次の計算をせよ。 

(1) 24÷(－6)    (2) 0÷(－7) 

(3) 1.5÷(－0.3)    (4) (－27)÷(－3) 

(5)  
5

2
4      (6) 



















9

10

3

5
 

(7) (－54)÷(－3)÷(－6)   (8) (－8)2÷16×(－2) 

(9) －3－5×(－4)   (10) 49÷(－7)－(－3)×2 

(11) 


















4

1

10

3

15

2
   (12) 



















9

4
24

3

2
 

(13) 
8

5

2

1

3

1
2









    (14) 



















7

6

3

2

6

5

12

5
 

(15) (－1)3×6－(－43)÷2 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

(4) (5) (6) 

(7) (8) (9) 

(10) (11) (12) 

(13) (14) (15) 
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[解答](1) －4 (2) 0 (3) －5 (4) 9 (5) －10 (6) 
2

3
  (7) －3 (8) －8 (9) 17 

(10) －1 (11) 
9

1  (12) 36 (13) 
15

11  (14) 
14

1  (15) 26 

[解説] 

(1) 24÷(－6)＝－4 

(2) 0÷(－7)＝0 

(3) 1.5÷(－0.3)＝－5 

(4) (－27)÷(－3)＝9 

(5)   10
2

5
4

5

2
4 








  

(6) 
2

3

10

9

3

5

9

10

3

5



























  

(7) (－54)÷(－3)÷(－6)＝－(54÷3÷6)＝－(18÷6)＝－3 

(8) (－8)2÷16×(－2)＝64÷16×(－2)＝4×(－2)＝－8 

(9) －3－5×(－4)＝－3＋20＝17 

(10) 49÷(－7)－(－3)×2＝－7＋6＝－1 

(11) 
9

1

4

1

3

10

15

2

4

1

10

3

15

2



























  

(12) 36
4

9

1

24

3

2

9

4
24

3

2



























  

(13) 
15

11

15

6

15

5

5

2

3

1

5

8

4

1

3

1

8

5

2

1

3

1
2









  

(14) 
14

1

14

8

14

7

7

4

2

1

7

6

3

2

5

6

12

5

7

6

3

2

6

5

12

5


















  

(15) (－1)3×6－(－43)÷2＝－1×6－(－64)÷2＝－6＋32＝26 
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【】数の集合と四則 

[数の集合：自然数・整数・数全体] 

[問題](1 学期期末)(*) 

次の数の中で，下の①，②の集合にふくまれるのはどれか。それぞれ，すべて選べ 

 3，－0.2，
8

7
，－4，

5

1
 ，0，25 

① 自然数の集合 

② 整数の集合 

[解答欄] 

① ② 

[ヒント] 

1，2，3，4，5･･･などの正の整数を自然数という。 

 

[解答]① 3，25 ② 3，－4，0，25 

[解説] 

1，2，3，4，5･･･などの正の整数を自然数といい，自然数全体の集ま

りを，自然数の集合という(右図のアの部分)。この問題では，3 と 25

が自然数の集合にふくまれる。 

また，自然数(正の整数)のほかに，0 と負の整数をあわせた数の集まり

を整数の集合という(右図のアとイを合わせた部分)。 

この問題では，3，－4，0，25 が整数の集合にふくまれる。 

さらに，整数の集合に加えて，正，負の分数や小数までふくめた数の集まりを，数全体の集

合という(右図のアとイとウを合わせた部分)。 

 

[問題](1 学期期末)(*) 

 次の数について，後の各問いに答えよ。 

 0.7，－9，－4，1，－0.4，13，0，
6

5
 

(1) 整数でない数をすべて書け。 

(2) 自然数をすべて書け。 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 0.7，－0.4，
6

5
 (2) 1，13 
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[問題](前期期末)(**) 

右の図は，自然数の集合，整数の集合，数全体の集合の関係につい

て表したものである。次の数について後の各問いに答えよ。 

2，0，
2

1
 ，

3

5
，－3，10，

4

3
 

(1) アの部分にはいる数はどれか。 

(2) イの部分にはいる数はどれか。 

(3) ウの部分にはいる数はどれか。 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[解答](1) 2，10 (2) 0，－3 (3) 
4

3
,

3

5
,

2

1
  

 

 

[数の集合と四則] 

[問題](1 学期期末)(*) 

次のア～エの式のうち，□，○を自然数とするとき，計算の結果がいつでも自然数になる

ものをすべて選び，記号で答えよ。 

ア □＋○  イ □－○   ウ □×○   エ □÷○ 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

自然数の集合では，加法と乗法の計算結果はつねに自然数になる。 

 

[解答]ア，ウ 

[解説] 

ア 5＋7＝12 のように，(自然数)＋(自然数)の計算結果は自然数になる。 

イ 5－7＝－2 のように，(自然数)－(自然数)の計算結果が自然数にならないものがある。 

ウ 5×7＝35 のように，(自然数)×(自然数)の計算結果は自然数になる。 

エ 5÷7＝
7

5
のように，(自然数)÷(自然数)の計算結果が自然数にならないものがある。 

以上のように，自然数の集合では，加法と乗法の計算結果はつねに自然数になる。 

また，整数の集合では，加法と乗法と減法の計算結果はつねに整数になる。 
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[問題](1 学期期末)(*) 

次の計算について，□や△にどんな整数を入れても，答えがいつも整数になるものには○，

整数になるとは限らないものには，答えが整数にならない例を 1 つ書け。 

① □＋△    ② □－△    ③ □×△    ④ □÷△ 

[解答欄] 

① ② ③ 

④ 

[解答]① ○ ② ○ ③ ○ ④ 5÷7 

[解説] 

整数の集合では，加法と乗法と減法の計算結果はつねに整数になる。 

 

 

[問題](1 学期期末)(**) 

(1)，(2)の条件にあてはまる式を，次のア～エの中からすべて選び，記号で答えよ。 

  ア ○＋□   イ ○－□   ウ ○×□    エ ○÷□ 

(1) ○，□が自然数のとき，答えはいつでも自然数である。 

(2) ○，□が負の整数のとき，答えはいつでも負の整数である。 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) ア，ウ (2) ア 

[解説] 

(1) イは自然数にならない場合がある。(例：5－8＝－3) 

エも自然数にならない場合がある。(例：6÷5＝1.2) 

(2) (負の整数)＋(負の整数)＝(負の整数)なので，アの計算結果は常に負の整数になる。 

イは負の整数にならない場合がある。(例：(－2)－(－5)＝－2＋5＝3) 

ウの計算結果は，(負の整数)×(負の整数)＝(正の整数)となる。 

エの計算結果は，(負の整数)÷(負の整数)＝(正の数)となる。 

(例：(－7)÷(－5)＝1.4) 

 

 

[問題](1 学期期末)(**) 

加法，減法，乗法，除法の計算を行い，その結果がいつ

でもその集合の中にあるときは○を，そうとは限らない場

合は，そうなる例(計算式とその答え)を 1 つあげよ。 

 

 自然数 整数 

加法  ①  ② 

減法  ③  ④ 

乗法  ⑤  ⑥ 

除法  ⑦  ⑧ 
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[解答欄] 

① ② ③ 

④ ⑤ ⑥ 

⑦ ⑧ 

[解答]① ○ ② ○ ③ 5－7＝－2 ④ ○ ⑤ ○ ⑥ ○ ⑦ 5÷2＝2.5 ⑧ (－5)÷2＝－2.5 

[解説] 

① (自然数)＋(自然数)＝(自然数)が成り立つ。(例： 5＋15＝20) 

② (整数)＋(整数)＝(整数)が成り立つ。(例：(－5)＋3＝－2) 

③ (自然数)－(自然数)は 0 以下になる場合がある(例：5－7＝－2)ので，答えが自然数になら

ない場合がある。 

④ (整数)－(整数)＝(整数)が成り立つ。(例：(－5)－2＝－9) 

⑤ (自然数)×(自然数)＝(自然数)が成り立つ。(例：5×15＝75) 

⑥ (整数)×(整数)＝(整数)が成り立つ。(例：(－5)×3＝－15) 

⑦ (自然数)÷(自然数)が自然数にならない場合がある。(例：5÷2＝2.5) 

⑧ (整数)÷(整数)が整数にならない場合がある。(例：(－5)÷2＝－2.5) 

 

[問題](2 学期中間)(**) 

 自然数の集合，整数の集合，数全体の集合について，加減乗除のそれぞれの計算が，その

集合の中だけでいつでもできるときは○，そうとは限らないときは×を表に書き入れよ。 
 

  加法  減法  乗法  除法 

自然数の集合     

整数の集合     

数全体の集合     

[解答欄] 

  加法  減法  乗法  除法 

自然数の集合     

整数の集合     

数全体の集合     

[解答] 

 

 

 

 

 

  加法  減法  乗法  除法 

自然数の集合  〇  ×  〇  × 

整数の集合  〇  〇  〇  × 

数全体の集合  〇  〇  〇  〇 
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[問題](2 学期中間)(**) 

 ○，△，□が自然数のとき，次のア～エのうち，計算結果がいつでも自然数になるものを

すべて選び，記号で答えよ。 

ア ○＋△－□   イ (○＋△)×□  ウ ○×△÷□  エ ○＋△＋□ 

[解答欄] 

 

[解答]イ，エ 

[解説] 

アは負の整数になる場合がある。(例：2＋3－7＝－2) 

イは常に自然数(正の整数)になる。(例：(2＋3)×7＝35) 

ウは分数になる場合がある。(例：(2＋3)÷7＝
7

5
) 

エは常に自然数(正の整数)になる。(例：2＋3＋7＝12) 
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【】素数・素因数分解 

[素数] 

[問題](1 学期中間)(*) 

次の数の中から，素数をすべて選べ。 

  8,76,5,4,3,2,1  

[解答欄] 

 

[ヒント] 

素数は 1 とその数以外に約数をもたない数である。ただし，1 は素数には入れない。 

 

[解答] 7,5,3,2  

[解説] 

素数は 1 とその数以外に約数をもたない数である。例えば，6 は１と 6 以外にも 2，3 など

の約数をもつので素数ではない。これに対し，例えば 7 は 1 と 7 以外の約数をもたないので

素数である。なお，1 は素数には入れない。 

 

[問題](1 学期中間)(*) 

素数の中で，最も小さい数を答えよ。 

[解答欄] 

 

[解答]2 

 

[問題](1 学期期末)(**) 

 次の自然数の中から，素数をすべて選べ。 

[ 16 23 27 31 49 ] 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

100 以下の自然数で，1 けたの素数 2，3，5，7 のいずれでも割り切れないものは素数である。 

[解答]23，31 

[解説] 

100 以下の自然数については，約数をもつものは 1 けたの素数 2，3，5，7 のどれかで割り

切れる。逆に言えば，100 以下の自然数で，1 けたの素数 2，3，5，7 のいずれでも割り切れ

ないものは素数である。[  ]の中の数で，23 と 31 は 2，3，5，7 のいずれでも割り切れな

いので，素数と判断できる。 
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[問題](1 学期期末)(**) 

 次の各問いに答えよ。 

(1) 20 から 30 までの自然数のうち，素数であるものをすべて答えよ。 

(2) 2 桁の自然数のうち，もっとも大きい素数を答えよ。 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 23，29 (2) 97 

[解説] 

(1) 20 から 30 までの自然数のうち，23 と 29 は 2，3，5，7 のいずれでも割り切れないので，

素数と判断できる。 

(2) 2 桁の自然数の大きいものから，確認していく。 

99 は 3 などで割り切れるので素数ではない。 

98 は 2 などで割り切れるので素数ではない。 

97 は 2，3，5，7 のいずれでも割り切れないので，素数と判断できる。 

 

 

[問題](1 学期中間)(**) 

1から 20までの自然数のうち素数をすべて求めよ。 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

20 までの整数を書き並べて，2 の倍数，3 の倍数，5 の倍数，7 の倍数を消去すれば，残り

が素数になる。 

 

[解答] 19,17,13,11,7,5,3,2  

[解説] 

7 のように 1 とその数自身以外に約数をもたない整

数を素数という。1 は素数にはいれない。1 けたの

素数は 2，3，5，7  

100 以下の自然数については，約数をもつものは 1 けたの素数 2，3，5，7 のどれかで割り

切れる。逆に言えば，2，3，5，7 のいずれでも割り切れない 100 以下の自然数は素数であ

る。20 までの整数を書き並べて，2 の倍数，3 の倍数，5 の倍数，7 の倍数を消去すれば，

残りが素数になる。1 から 20 までの数の中で素数であるのは，2，3，5，7，11，13，17，

19 
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[問題](1 学期中間)(**) 

50 までの自然数の中に素数は何個あるか。 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

50 までの整数を書き並べて，2 の倍数，3 の倍数，5 の倍数，7 の倍数を消去すれば，残り

が素数になる。 

 

[解答]15 個 

[解説] 

7 のように 1 とその数自身以外に約数をもたな

い整数を素数という。1 は素数にはいれない。1

けたの素数は 2，3，5，7 

100 以下の自然数については，約数をもつもの

はかならずこの 2，3，5，7 のどれかで割り切

れる。逆に言えば，2，3，5，7 のいずれでも割

り切れない 100 以下の自然数は素数である。 

50 までの整数を書き並べて，2 の倍数，3 の倍数，5 の倍数，7 の倍数を消去すれば，残り

が素数になる。50 までの整数の中で素数なのは，2，3，5，7，11，13，17，19，23，29，

31，37，41，43，47 の 15 個である。 

 

 

[問題](1 学期期末)(**) 

 次のことがらが正しい場合は○を，間違っている場合は×を書け。 

① 素数はすべて自然数である。 

② 0 は素数である。 

③ すべての奇数は素数である。 

[解答欄] 

① ② ③ 

[解答]① 〇 ② × ③ × 

[解説] 

② 0 や 1 は素数ではない。 

③ 例えば 9 は奇数ではあるが，3 で割り切れるので素数ではない。 
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[素因数分解(計算)] 

[問題](1 学期中間)(*) 

24を素因数分解し，累乗の形で表せ。 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

[解答] 323   

[解説] 

＊1 けたの素数 7,5,3,2 で順に割っていく。 

右図に示した方法で計算する。 

 

 

[問題](1 学期期末)(*) 

 次の自然数を素因数分解せよ。 

(1) 6     (2) 72  

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 32  (2) 23 32   

[解説] 

＊1 けたの素数 7,5,3,2 で順に割っていく。 

72の素因数分解は，右図に示した方法で計算する。 

 

 

 

[問題](1 学期期末)(*) 

 次の数を素因数分解せよ。 

(1) 12    (2) 72  

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 322   (2) 
23 32   
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[解説] 

＊1 けたの素数 7,5,3,2 で順に割っていく。 

右図に示した方法で計算する。 

 

 

 

 

[問題](1 学期中間)(*) 

次の数を素因数分解せよ。 

① 72     ② 252  

[解答欄] 

① ② 

[解答]① 23×32 ② 22×32×7 

[解説] 

1 けたの素数 7,5,3,2 で順に割っていく。 

右図に示した方法で計算する。 

 

 

 

 

[問題](1 学期中間)(*) 

次の数を素因数分解し，指数を使って表せ。 

(1) 60        (2) 378 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答] (1) 5322   (2) 732 3   

 

[解説] 

＊1 けたの素数 7,5,3,2 で順に割っていく。 

右図に示した方法で計算する。 
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[問題](1 学期期末)(*) 

次の素因数分解せよ。 

① 72     ② 480  

[解答欄] 

① ② 

[解答]① 23 32   ② 5325   

[解説] 

＊1 けたの素数 7,5,3,2 で順に割っていく。 

右図に示した方法で計算する。 

 

 

 

 

 

[どんな数の平方か] 

[問題](1 学期中間)(**) 

576はどんな数の平方になっているか。 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

 

[解答] 24  

[解説] 

まず右図のようにして576を素因数分解すると， 

26 32576  となる。 

指数部分がすべて偶数なので，指数部分をそれぞれ 2でわって 

  22326 243232576  と変形できる。 

ゆえに576は24の平方になっている。 

 

 

 

 

  22326 243232576 
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[問題](1 学期期末)(**) 

2025はどんな数の平方になっているか。 

[解答欄] 

 

[解答] 45  

[解説] 

2025を右図のようにして素因数分解すると， 

  22224 4553532025  となる。 

ゆえに 45の平方(2 乗)になる。 

 

 

 

 

[平方になるためにはいくらをかければよいか] 

[問題](1 学期中間)(**) 

45にできるだけ小さい自然数をかけて，その結果がある整数の 2 乗になるようにしたい。

どんな数をかければよいか。 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

整数を 2 乗した数を素因数分解すると，各素因数の指数は偶数になる。 

 例：   24222 323212  で指数 2,4 はいずれも偶数 

5345 2  にある数をかけて，指数がすべて偶数になるようにすればよい。 

 

[解答] 5  

[解説] 

整数を 2 乗した数を素因数分解すると，各素因数の指数は偶数になる。 

 例：   24222 323212  で指数 2,4 はいずれも偶数 

5345 2  なので5をかけると， 222 1553  となる。 
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[問題](1 学期中間)(**) 

90にできるだけ小さい自然数 n をかけて，その結果が，ある自然数の 2 乗になるようにす

るには， nをいくつにすればよいか。 

[解答欄] 

 

[解答]10  

[解説] 

整数を 2 乗した平方数を素因数分解すると，各素因数の指数は偶数になる。 

 例：   24222 323212  で指数 2,4 はいずれも偶数 

90を素因数分解すると， 52390 2    

これに 52 かけると   22222 30523523   

よって 1052 n  

 

 

[平方になるためにはいくらでわればよいか] 

[問題](1 学期中間)(**) 

140をできるだけ小さい自然数でわって，余りがなく，その商がある整数の 2 乗になるよ

うにする。この自然数 nを求めよ。 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

140を素因数分解すると， 752140 2   

ある整数の 2 乗にするためには，ある数でわって指数部分をすべて偶数にすればよい。 

 

[解答] 35  

[解説] 

140を素因数分解すると， 752140 2   

ある整数の 2 乗にするためには，指数部分をすべて偶数にすればよい。 

752140 2  を 75 でわると， 22 になる。 

ゆえに求める数は 3575   
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[問題](1 学期中間)(**) 

360をできるだけ小さい自然数でわって，余りがなく，商が自然数の平方になるようにし

たい。どんな数で割ればよいか求めよ。 

[解答欄] 

 

[解答]10  

[解説] 

整数を 2 乗した平方数を素因数分解すると，各素因数の指数は偶数になる。 

 例：   24222 323212  で指数 2,4 はいずれも偶数 

したがって，指数部分がすべて偶数になるような一番小さい数で割ってやる。 

532360 23   平方数になるためには各因数の指数が偶数にならなければならない。両辺

を 52 でわると， 222 632
52

360



 

 

 

[素因数分解を使って約数を求める] 

[問題](1 学期中間)(**) 

 次の各問いに答えよ。 

(1) 78 を素因数分解せよ。 

(2) (1)の結果を利用して 78 の約数をすべて求めよ。 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 2×3×13 (2) 1，2，3，6，13，26，39，78 

[解説] 

(2) まず，1 とその数自身(1 と 78)が 78 の約数である。 

78＝2×3×13 より， 

素数 1 個の場合･･･2，3，13 

素数 2 個の積の場合･･･2×3＝6，2×13＝26，3×13＝39 

よって，約数は，1，2，3，6，13，26，39，78 

 

 

[問題](1 学期期末)(**) 

 素因数分解を利用して，154 の約数をすべて求めよ。ただし，素因数分解を利用している

ことがわかるように途中式も書くこと。 
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[解答欄] 

 

[解答] 

1 とその数自身･･･1，154 

154＝2×7×11 より， 

素数 1 個･･･2，7，11 

素数 2 個の積･･･2×7＝14，2×11＝22，7×11＝77 

よって，約数は，1，2，7，11，14，22，77，154 

 

 

[約数の個数] 

[問題](1 学期中間)(***) 

次の数に約数は何個あるか。 

① 54      ② 120 

[解答欄] 

① ② 

[ヒント] 

23 3272  の約数をすべて書き並べると 

 

 

 

 

 

のようになる。 2の部分の素因数は 32 2,2,2,1 で 4 通り( 413  )， 3の部分の素因数は

23,3,1 で 3 通り( 312  ) 

よって，約数の個数は     121213  個 

 

[解答]① 8 個 ② 16 個 

 

[解説] 

素因数分解を使って約数を求めることができる。 

例えば， 23 3272  であるが，その約数はすべて mn 32  の形で表すことができる。 
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(なぜなら，この場合 3,2 以外の素数(たとえば5 )を因数にもつ数で 23 3272  を割ることは

できないから) 

23 3272  の約数をすべて書き並べると 

 

 

 

 

 

のようになる。 2の部分の素因数は 32 2,2,2,1 で 4 通り( 413  )， 3の部分の素因数は

23,3,1 で 3 通り( 312  ) 

よって，約数の個数は     121213  個 

① 33254  なので約数は，     81311  個 

② 532120 3  なので約数は，       16111113  個 

(別解) 

① かけて54になる組み合わせは， 

96,183,272,541  ･･･① 

154,227,318,69  ･･･② 

ゆえに約数は， 54,27,18,9,6,3,2,1 の8個 

この場合，②は①と並び方が逆になっているので，①だけですべての約数を求めることがで

きる。(前の数)×(後の数)で(前の数)＞(後の数)になった時点( 96 から 69 になるとき)でス

トップすればよい。 

② かけて120になる組み合わせは 

1012,1210,158,206,245,304,403,602,1201   

1012 で(前の数)＞(後の数)になるのでストップ。 

ゆえに120の約数は， 120,60,40,30,24,20,15,12,10,8,6,5,4,3,2,1 の16個 
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【FdData 中間期末製品版のご案内】 

詳細は，[FdData 中間期末ホームページ]に掲載 ([Shift]＋左クリック→新規ウィンドウ)  

◆印刷・編集 

この PDF ファイルは，FdData 中間期末を PDF 形式に変換したサンプルで，印刷はできな

いように設定しております。製品版の FdData 中間期末は Windows パソコン用のマイクロ

ソフト Word(Office)の文書ファイルで，印刷・編集を自由に行うことができます。 

◆FdData 中間期末の特徴 

中間期末試験で成績を上げる秘訣は過去問を数多く解くことです。FdData 中間期末は，実

際に全国の中学校で出題された試験問題をワープロデータ(Word 文書)にした過去問集です。

各教科(社会・理科・数学)約 1800～2100 ページと豊富な問題を収録しているため，出題傾

向の 90％以上を網羅しております。 

FdData 中間期末を購入いただいたお客様からは，「市販の問題集とは比べものにならない質

の高さですね。子どもが受けた今回の期末試験では，ほとんど同じような問題が出て今まで

にないような成績をとることができました。」，「製品の質の高さと豊富な問題量に感謝します。

試験対策として，塾の生徒に FdData の膨大な問題を解かせたところ，成績が大幅に伸び過

去最高の得点を取れました。」などの感想をいただいております。 

◆サンプル版と製品版の違い 

ホームページ上に掲載しておりますサンプルは，印刷はできませんが，製品の全内容を掲載

しており，どなたでも自由に閲覧できます。問題を「目で解く」だけでもある程度の効果を

あげることができます。しかし，FdData 中間期末がその本来の力を発揮するのは印刷がで

きる製品版においてです。印刷した問題を，鉛筆を使って一問一問解き進むことで，大きな

学習効果を得ることができます。さらに，製品版は，すぐ印刷して使える「問題解答分離形

式」，編集に適した「問題解答一体形式」，暗記分野で効果を発揮する「一問一答形式」(理科

と社会)の 3 形式を含んでいますので，目的に応じて活用することができます。 

※FdData 中間期末の特徴(QandA 方式) ([Shift]＋左クリック→新規ウィンドウ) 

◆FdData 中間期末製品版(Word 版)の価格(消費税込み) 

※以下のリンクは[Shift]キーをおしながら左クリックすると，新規ウィンドウが開きます 

数学 1 年，数学 2 年，数学 3 年：各 7,800 円(統合版は 18,900 円) ([Shift]＋左クリック) 

理科 1 年，理科 2 年，理科 3 年：各 7,800 円(統合版は 18,900 円) ([Shift]＋左クリック) 

社会地理，社会歴史，社会公民：各 7,800 円(統合版は 18,900 円) ([Shift]＋左クリック) 

※Windows パソコンにマイクロソフト Word がインストールされていることが必要です。 

(Mac の場合はお電話でお問い合わせください)。 

◆ご注文は，メール(info2@fdtext.com)，または電話(092-811-0960)で承っております。 

※注文→インストール→編集･印刷の流れ，※注文メール記入例 ([Shift]＋左クリック) 
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